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川
か
ら
誕
生
し
た
運
河
，
 堀
 Ⅰ

Ⅰ
 

/
 

 
 

人
々
に
恵
み
を
も
た
ら
す
遠
賀
川
は
、
い
う
呼
称
を
使
 
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
 

一
方
で
水
害
の
歴
史
を
残
し
て
い
ま
す
。
 

成
ず
る
と
、
年
貢
米
や
物
 

遠
賀
川
は
川
床
が
両
岸
の
上
地
よ
り
も
 
-
 資
な
ど
も
 運
 搬
 さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
 

 
 

  

と
 大
雨
が
重
な
っ
た
場
合
、
洪
水
に
な
「
 川
 ひ
ら
 た
 」
（
五
平
太
好
一
で
、
明
治
 

る
こ
と
が
多
く
、
流
域
の
田
畑
に
被
害
以
降
に
は
、
 

  

が
 出
て
い
ま
し
た
。
 

主
力
と
し
で
活
躍
し
ま
し
た
。
 

福
岡
 藩
 初
代
藩
主
 黒
 m
 民
政
 は
、
こ
 

 
 

 
 

 
 

水
計
 両
を
立
で
ま
す
。
堀
川
に
は
、
 遠
 

 
 

運
送
の
便
を
図
り
、
遠
賀
川
か
ら
離
れ
 

 
 

 
 

九
相
 7
 年
（
・
六
二
一
Ⅰ
中
間
市
 

か
ら
水
巻
町
、
八
幡
西
区
竹
尾
を
通
っ
 

 
 

エ
 さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
 
二
 

午
後
、
長
政
が
死
去
し
た
た
め
、
工
事
 

は
 中
断
。
再
開
さ
れ
た
の
は
寛
延
 4
 年
 

一
一
七
五
一
Ⅰ
二
八
代
藩
主
 
継
 高
の
代
で
、
 

明
治
初
年
代
に
入
り
、
 驚
 

実
に
百
三
十
年
後
の
こ
と
で
し
た
。
 

異
 的
に
増
大
 

す
る
石
炭
の
産
出
に
 

、
川
 

工
事
の
最
大
の
難
所
は
 、
 厚
い
岩
盤
が
・
ひ
ら
た
に
 
よ
 る
 舟
運
で
は
対
応
で
き
ず
、
 

あ
る
車
返
し
の
谷
で
、
膨
大
な
人
手
と
・
鉄
道
に
よ
る
 
陸
上
逆
送
の
気
進
が
出
ま
 

歳
月
を
封
や
し
て
切
り
抜
か
れ
ま
し
た
。
 -
 り
ま
し
た
。
 

  

現
在
の
水
巻
町
に
あ
る
こ
の
地
は
、
当
社
が
 肌
堅
エ
さ
 
ね
 、
明
治
 お
 年
か
ら
若
松
 

時
の
ノ
ミ
の
跡
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
 -
 直
方
間
の
敷
 設
 工
事
を
開
始
。
翌
年
、
 

定
植
ぱ
年
（
一
七
六
二
一
、
 

  

 
 

を
 終
え
て
い
き
ま
し
た
。
 

役
目
の
あ
る
「
中
間
唐
戸
」
が
完
成
し
、
 -
 
 遠
 ㌍
川
を
 横
切
る
鉄
橋
は
、
現
在
も
 

堀
川
は
つ
い
に
全
面
開
通
し
ま
し
た
。
 

赤
 レ
ン
ガ
 造
 

  

堀
川
と
は
人
工
的
に
開
削
さ
れ
た
 
川
ま
 残っ
て
お
り
 、
当
時
を
し
の
ば
せ
る
 

一
迎
 
同
一
の
こ
と
で
、
固
有
名
詞
で
は
 

-
 重
要
な
近
代
 迫
産
 の
一
つ
と
な
っ
て
 い
 

む
い
た
め
、
本
来
は
遠
 賀
 堀
川
と
呼
ば
・
ま
す
。
 
こ
 -
 
-
 
を
背
景
に
し
で
、
結
婚
式
 

れ
る
べ
き
で
す
が
、
福
岡
藩
の
代
表
的
の
記
念
撮
影
 

  

な
も
の
と
し
て
、
正
式
に
「
堀
川
」
と
時
折
見
ら
れ
 ま
す
。
 

中
 

O
 



  

  
  

る 

" " ' 。 " "" "L ソ 営みを 現 "  ", （ ， に伝える 互 屋敷遺跡 水 春 水巻町 上で「 

と
 遠
賀
川
と
の
関
わ
り
を
 語
 
一
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
 五
十
メ
ー
ト
ル
に
 

上
尾
 販
 追
跡
」
の
存
在
は
欠
 
一
 わ
た
っ
て
 、
 再
び
姿
を
 現
し
ま
し
た
。
 

か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
 週
跡
 が
そ
こ
で
、
改
め
て
発
掘
 調
査
を
し
た
と
 

発
見
さ
れ
た
の
は
昭
和
 6
 年
。
こ
ろ
、
弥
生
時
代
後
 期
一
 約
二
千
年
前
 

そ
の
後
、
昭
和
№
年
に
行
わ
・
か
ら
千
八
百
年
前
ご
ろ
 
）
の
ド
ン
グ
リ
 

れ
た
調
査
で
表
面
に
刻
み
文
一
の
人
っ
た
貯
蔵
庫
と
 
 
 

様
を
持
っ
弥
生
時
代
前
期
 
一
 か
ら
古
墳
時
代
の
土
器
 が
 発
見
さ
れ
ま
 

一
 約
二
千
四
百
年
前
か
ら
 
二
 
-
 し
た
。
こ
の
よ
う
な
 出
 上
品
の
様
子
か
 

千
二
百
年
前
ご
ろ
）
の
土
器
ら
み
て
、
女
屋
敷
 辿
跡
 は
こ
の
付
近
の
 

や
も
 め
 跡
が
残
る
土
器
 什
 、
 
-
 拠
点
的
な
集
落
だ
っ
た
 と
 考
え
ら
れ
て
 

万
包
丁
な
ど
が
出
土
し
ま
し
 
-
 い
ま
す
。
 

た
 。
「
遠
賀
川
式
土
器
」
と
こ
の
よ
う
に
古
く
か
 
ら
 私
た
ち
 Ⅱ
 
@
 り
廿
 
お
 
w
 

も
 呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
土
器
な
ら
し
の
身
近
に
あ
っ
た
 遠賀
川
は
現
在
、
 

ど
の
発
見
で
、
こ
の
地
は
九
 

，
 
で
の
広
大
な
河
川
敷
を
 
 
 

州
 稲
作
の
発
祥
地
と
し
で
人
々
 

-
 敬
公
図
と
し
で
整
備
さ
 れ
て
い
ま
す
 "
 

の
 注
目
を
集
め
ま
し
た
。
・
総
延
長
約
七
キ
ロ
メ
ー
 ト
ル
の
こ
の
 小
 （
 

 
 

こ
の
追
跡
は
河
口
堰
の
建
 

回
 に
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
 や
サ
 イ
ク
リ
ン
ク
 

投
 じ
よ
り
、
昭
和
的
年
以
降
一
の
コ
ー
ス
、
タ
ー
ゲ
ッ
 
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
 

水
没
し
て
い
ま
し
た
が
、
 平
 
・
 フ
 場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
 
レ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
 

成
 6
 年
の
異
常
渇
水
の
影
響
 

ン
 施
設
が
あ
り
、
 
休
 日
 に
は
日
ご
ろ
の
 

で
 川
の
中
央
部
の
週
 跡
 が
幅
 
-
 運
動
不
足
を
解
消
す
る
 人
た
ち
の
姿
が
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遠
賀
 W
 は
、
遠
賀
川
の
河
口
近
く
の
 

西
岸
の
下
流
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
 

町
域
は
 、
こ
の
川
に
 よ
 り
形
成
さ
れ
た
 

沖
桁
居
 で
あ
る
 遠
賀
 平
野
の
中
小
部
に
 

あ
た
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
 町
域
 の
 七
 

十
 パ
ー
セ
ン
ト
は
平
坦
部
に
属
し
て
い
 

ま
す
。
標
高
差
は
極
め
て
小
さ
く
、
 遠
 

賀
川
河
口
よ
り
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
 
離
 

れ
た
浅
木
地
区
の
三
角
点
で
も
わ
ず
か
 

に
 二
・
四
メ
ー
ト
ル
の
標
高
で
す
。
 こ
 

の
こ
と
は
、
一
方
で
は
地
域
に
有
史
 以
 

来
、
水
と
の
戦
い
を
 余
侯
 な
く
さ
せ
て
 

い
ま
す
。
川
沿
い
の
住
民
は
、
農
耕
が
 

始
ま
っ
て
以
来
、
川
か
ら
多
く
の
恩
恵
 

を
 受
け
た
反
面
、
数
知
れ
な
い
水
害
に
 

悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
生
命
や
生
活
を
守
 

 
 

る
た
め
治
水
と
利
水
の
事
業
が
今
日
ま
 

で
 営
々
と
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
 

%
 午
の
人
水
害
で
は
、
各
地
に
多
大
な
 

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
 

に
 同
時
代
、
西
川
以
西
で
は
新
田
間
 

発
 、
耕
地
拡
張
が
 柿
極
 的
に
行
わ
れ
、
 

利
水
車
業
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
 克
政
 

の
こ
ろ
、
下
流
地
域
の
水
不
足
を
解
消
 

す
る
た
め
現
在
の
中
間
市
堀
田
か
ら
 広
 

渡
 ・
島
津
地
区
へ
水
路
が
造
ら
れ
ま
し
 

た
 「
こ
れ
が
神
田
川
の
始
ま
り
で
す
。
 

ま
た
、
明
治
後
半
に
は
、
 

打
ち
、
竹
な
ど
で
柵
を
作
り
砂
利
で
抑
 

さ
え
る
砂
利
 壊
が
 築
か
れ
ま
し
た
，
 ぃ
 

ず
れ
も
、
 遠
 賀
川
が
大
改
修
さ
れ
る
 以
 

ュ
 
刊
の
こ
と
で
す
。
 

遠
賀
川
の
流
れ
は
緩
や
か
で
、
古
く
 

か
ら
上
流
ま
で
水
路
が
開
け
て
い
た
の
 

川
と
レ
目
ク
 ヰ
ニ
 ヲ
，
 レ
ポ
・
 千
 で

、
流
域
の
各
地
で
水
運
を
利
用
し
た
 

石
炭
の
採
掘
が
始
ま
り
、
明
治
か
ら
 
大
 

正
に
か
け
て
国
内
最
大
の
産
失
地
に
な
 

り
ま
し
た
。
五
平
太
 
舟
は
 、
そ
の
輸
送
 

に
 活
路
し
た
 帆
 か
け
舟
で
す
。
明
治
の
 

後
半
に
は
鉄
道
に
 よ
 る
輸
送
も
増
加
し
 

ま
す
が
、
五
平
太
 
舟
で
 若
松
・
芦
屋
に
 

運
ば
れ
る
石
炭
も
乍
 
問
 百
万
ト
ン
に
の
 

ぼ
り
、
 遠
 賀
川
は
石
炭
輸
送
の
大
動
脈
 

と
し
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

や
 が
で
舟
に
 よ
 る
石
炭
輸
送
が
鉄
道
 

に
と
っ
で
代
わ
ら
れ
る
と
、
五
平
太
 
舟
 

は
 人
や
馬
を
迎
ぶ
よ
 
う
 に
な
り
、
橋
の
 

開
通
で
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。
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町 

せ 月   
屋 

          
づの内速 め が 芦 かためた 瀬 とぶ こ家 あ る 
ぃ 流に 賀 、 川あ 屋も 0) にとあ で大の屋った 
てれ 秋川一の っ橋 しでそいた 、 変浜 がため 
いとめは っ 持たのれしのいり 遠眼 / 杉沢   
るとて 、 のっそ は また W まかくや 町転 / 山 
のも " そま白 6 ぽせ 。 はすらはか " す W 鹿 でに 含 んち妖で中ん 今犠 @ 現な様 るを 地 円卸デ 一一一 区の なつ私たす。はた の白 の脅 す 。 央辺 が で ｜ よ % １ 生 こ しか 買物 在の 町だ な 々 こと 含め   

O
 



  

  
遠
賀
川
の
持
っ
 エ
 

い
ろ
ん
な
意
味
で
 

Ⅰ   
    『 レ，｜ / 

4 

石井 邦一 さん ( 南 m 田 ) ●プロフィールノ 

岡 垣 町歴史文化研究会会員。 岡垣 W 史編享 にたずさわっ 
たほか、 郷土の歴史の 良い勉強になると 評判の広報おかが 

き新 岡垣 風土記に数多く 寄稿。 

に
こ
の
神
を
祀
る
こ
と
を
命
じ
た
こ
と
・
有
す
る
信
仰
 

圏
 で
成
立
し
て
い
た
こ
と
 

と
 記
録
に
あ
り
ま
す
。
ま
だ
三
世
紀
と
を
考
え
る
と
 

、
遠
賀
川
下
流
域
の
地
域
 

ネ
ル
ギ
ー
は
 、 

思
わ
れ
る
こ
の
こ
ろ
、
今
の
洞
海
湾
は
に
と
っ
て
も
 

重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
 

 
  
 

 
 

 
 

舌
速
 賀
湾
と
 
水
路
で
結
ば
れ
て
い
た
。
と
の
関
係
の
 

緊
密
さ
を
感
じ
ま
す
。
 

  
囲 垣 と 遠賀川を語る 

石ガ 邦 一品 

0 州 し市 し く 和味で沃 まい 
歴とた W 、 今の 28 と もなす エ川 
史接 。 、 周回水牢 は 忠士 。 ネは 
文 しそ 様 じの害の 、 恵 地底ル皮 
化 ての々 速 一に大水をが いギぃ 

l 意 床 面 意味 中での [ しえ 、よ @ だと 賀川 市田 悩ま 水害 害で 受け 形成 を 

で か岡 いで 灯 さ " する さ と 持 " 
下わ垣 3 8 合れそ 。 。 れはっ 悪 
流け町 こそ 回 てれ 近反 。 川 てい 意味 域のは唯です とを の印 企画 きま 以前 いの 対に また によ いる 

文 が一腰 象 をしにで 悪 経っと   
化 、 遠じは 拝 たも はい済で臥す 
圏ぞ賀ま 吾兄 。 歩哨音画 肥ぃご       
はは横こ 府     他人 と ゴ 
こ 、 地のに 区江 よ う 縄 ここが こ はのとば ム 文 舌速 を形成 

｜ 臨仰 出処 ・ ㌍ り 士し   
        本 を - 晃Ⅱ中高 た 連のた 書紀 統べます   古司 Ⅰ こ賀地 と高名 と 想 、 定 倉 がし さ 枕の に波   

。 %  な 際 一一中 収め 干 @ 尹 け ょ ). Ⅱ は と       海あ 速 伊賀 介 し 海を主 湾 「 命 ; ; 騒 神 、の L だり 賀 

彦て ） 日 と はが つ "  Ⅰ 丁 
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「
一
夏
 

こ
 426 人が大人の仲間入り 

1 月 15 日、 岡垣町の新成人を 祝う成人式が 岡垣サ 
ンリーアイで 開かれ、 振りそでやスーッ 姿の新成人 

284 人が式典に参加しました。 
式典の後、 新成人によっで 細 ． 徹 された「成人武実 

千々和美記さん ( 吉木 )  行 食パーティが 委員会 i が企画した福引『会や 催され、 会場はさながら 恩師を囲んでの 同窓会のよう 立 梶原美曲 紀 さん ( 匹山田 ) 

「保母さんをめざして でした。 また、 玄関前では高倉区の 有志たちに ょ           

がんばりますⅠ 
『早く選挙に 行きたい コ 

新成人たちにぜ んざい やきな粉もちなどが 振る舞わ 

れました。 
会場で数人 l. こ 20 歳の抱負を聞いてみました。 

L 晦 いの残らないよう 
に自分のやりたいこと 
をやっ - 亡いきたいⅠ Ⅱ 加 /J 、 のソニ ⅣⅠⅠ 小 Ⅱ     

 
  

 

林 千鶴 伏 さん (F@ 切 ) 

持てるような r 自分の行動にⅠ・ 大人にな r 仔を 
りた い 」 広 軒 

人 

濱田麻紀さん ( 緑ケ丘 ) ヲ棄   Ⅰ九千 7 % Ⅳ ⅠⅡ 'm / 

「自分の行動に 寅任を ニ Ⅰ 戸 工も変わってないよ 
持ちたい・ l うな気がしていますⅠ 

こ
 

お
知
 

み
 

た
ら
 

さ
い
 

）
 

の
コ
 
1
 十
 

ら
せ
し
 
ァ
 

な
さ
ん
ハ
役
場
地
 

冊
 

が 春を飾る 随 "W 消防， m 出ゆ 田が @ 同 11 一 遠賀郡消防合同出初戎 一 

目 、 水港南中学校で 開かれ、 岡垣町から 84 人の消 

防 凹目 が 参加しました。 

この日はあ い @ こくの雨のため、 グラウンドでチ 

定 していた分列行進やポンプ 車 操法などは中止と 

なり、 体育館での消防活動に 貢献のあ った 団 や田 

貝への表形式のみが 行われました。 そして 仮 後は 
小雨の中、 グラウンドで 祝賀放水が披露され、         
消防署と各町消防団が 今年一年の災害 防 上 ヒ 活動へ 

ク ). ヰ と ニテ ・ @ し @                           @._ 田切式を終えました - 
なお、 岡垣町の受 音 者は次のとおりです ( 敬称略 ) 

⑨消防庁長官表彰 岡垣町消防団 
⑨県知事表彰 竹井                     川野貞義・木村正義・ l       

占部 力 ・松本 勝 ・中村宏志・ 深川博 陸     
⑥ 県 消防協会長表彰 [ 永年勤続 J (20 年 ) 二苦虫   
武人・竹井草・ 川野点 養 ・占部 力 ・深川博陸   

木村正義・中村底止 (15 年 ) 二 高山哲郎・川原 雅 

人 ・ 小 後丸秀一 (10 年 ) 押川原政人・ 門司 晋       
長官表彰 放さ宝 l7 坪 巾碍与凹 反し 干 旦日と現果下郎万ロ 長 

梶原哲也 」優良団員 ]  川原政人・ 柴 Ⅲ 栄健 ・早川田忘八・ 正 芳和・ 西 英治・ 石 m 孝司 

⑨県民火災共済理事長表彰 1 分団の部 コ 第一分団 [ 個人の部コ吉Ⅲ 胡雄 ⑨消防協会 遠賀 支部長表彰 
坪根 健一・梶原哲也 ㊥消防団長表彰 式 谷 勝 ・梅野立一・ 秋武 重成                                         
⑨町長感謝状 l-H 十一輝 
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■外観イメージ 
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■風のプロムナードイメージ 

          皆さんの意見を 聞きながら ・ ，、 

、 これ ガ 6 組 ガな 検討を重ねま す， 

この内容 は 、 コンペ採用 案 のもので、 これ 
から実施設計を 進める中で、 議会や住民の 皆 
さんの意見を 広く聞きながら、 細かな検討を 
進めていきます。 

また、 今後の予定としてほ、 今年 9 月まで 
に実施設計を 終了し、 Ⅱ月から建築工事に 着 
手します。 完成 は 平成 12 年 3 月、 オーフンは 
平成 12 年 6 月を予定しています。 

この第 2 期施設が完成すると 囲垣ワンリー 
アイが、 ますます生涯学習の 拠点施設として、 
中心的役割を 果に世るようになります。 どう 
ぞ多くの皆さんで、 健康つくりに、 スポーツ 
大会や区の運動会に、 そしてイベントなど 幅 
広くご利用ください。 

なお、 第 2 期施設の進行状況については 広 
報で 随時あ 知ら亡していきます。 
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より話を聴くことは。     」 

" 著名人の良い 話を聴き、 毎日 

の 生活に活力を " と 、 追賀 郡内の 
商工会婦人部が 合同で企画した 講 

渡会が 1 月 23 日、 岡 垣 サンリーア 

イで 開かれました。 この日の講演 
昔は、 RKB 毎日放送の井上悟 さ 

ん 。 井上，さんはかっで 若者に人気 

の 深夜ラジオ番組．のアナウンサー 

としで活躍され、 現在は番組制作 

  

  
  

 
 

の 要職につき、 多方面で活躍され 

ています。 
l   アナウンサーは 話し下手 9 』 

というテーマでの 見 - ヒ 話や番組制 

作 の 接 話などユーモアたっぷりの 

井ヒ ．さんの話 @. こ 参加者たちは 真剣 
に 耳を傾けていました。 

        不況の中で私たち 女性も大変 

苦労しています。 良い話を聴いて 
楽しみながら 勉強できればと 企画 

しました 0 Ⅰと W 商工会婦人部長 
の中尾精子さん。 

  

参加する人も 読む人もあ んな友だち。 
このコーナ一でひとつになうて 楽しもう。 
「とくしゃの 私書箱 」 は 、 そんな願いを 

込めた読者のぺ 一シ です。   
地区の活動まで、 また、 イラスト・ 4 ゴ 
マまんが・俳句・ Jl@ なとの作品もお 特 
有しています。 
応募 先 / 〒 8 Ⅱ -% ㏄岡垣町大字野間 697 
- l 岡垣町役場地域振興課・ 広報「とく 

しゃの私書箱 Ⅹ応募はがきには 」 係 寸佳 声氏名 / ( 紙上目 
名も可 ) . 年齢・竜王番号」をあ 忘れな 

く。 
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ぬ魑，   

絃ミ ' 婁 かな自然体 3% ヒ絡木 」志田哲也 "," 一 * 

講演会で北海道の 大自然を語る 本田さん 

11 月 24H から 30 Ⅱまで 岡垣 サン 
リーア イ ・ギャラリ一で、 絵本作 

家 本田哲也さんの 原画展があ りま 

した。 
期間中与同本Ⅲさんが 来館し、 

訪れる 子   供たちといっしょに 絵を 

描くなど、 会場は多くの 人で 賑わ 

いました   
29 日の 嗣演 会では、     豊かな白 

快体験と絵本   @ と題して北海道出 
身の本田さんの 九州では体験でき 

ないマイナス 10 度・ 20 度のなかで 
の生活や、 図鑑などでしか 見だこ 

とのない油物の 野性の梯子を 聴き、 
・ 参 ； ll 者は雄大な自然と 野性動物の 

世外にひきこまれていました。 
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壮 紅   手 釣 湯 手 誇 

丹 梅 森   人 の ご   ら 
蔑ま @- 

々 の 沸 と か こ 越 づも 野 
遠賀 """' ""-"""-"""@" 幸臣 一 憶 Ⅰ @ そ 

・室 の 離合 目標を 翻一一一 アルブ 泥ん 単子 """ ".""""'I'" 一一 @" 亡 

初 一 と 背 る に   麗 ""     Ⅰ - " 、 ，， 目 -. デ ひ な 橡 に 音 域 ら じ を 陽 も   分 ""-"-" ; 耗 、 " 
を き 
送 し 平   
@ る 小 の 状 乳 咄 の ・幸手 ニ， 

田 の 叫 @ ⅠⅠ 一一一・ きか -.-. け 句 : す 作品 @@- １・ @ l 一 一， @   要 笑 祇   
子 香   子 房 ヲ い 雄 治   一 式 幸ニ @ 暖 

①
 



オ寸 三日英 哲 ヌエさんい 0 歳，内浦 ) 

今月のさわや ガ さんほ、 今年の成人式実行委 
員 会の委員 畏 として成人式の 企画・運営を 行っ 
た 村田さんの登場です。 

Ⅰ成人式実行委員になった 動機 は ? 

中学の時の友人から 電話があ って 、 誘われた 

ので。 成人式は 、 - 生に一皮だからそれを 演出 

する立場でやってみるのもおもしろいかなと ， B 、 っ 

たから。 

Ⅰ 式ガ 無事にすんでどうですが ? 

成人式では懐かしい 友達にたくさん 会えて イ 

メージが変わった 人や変わらない 人、 それぞれ 
で 皆がんばっているんだなって は、 い、 自分もが 

ん ばろうと思いました。 

Ⅰどんな成人式 ガ 良いこ思う ? 

今 の人っていうのは、 成人式 二 同窓会と思っ 
ている人がほとんどだと 朋、 うので、 今年の北元 
ナ l.l 下けのよう ( スペースワールド ) にしたほうが 
喜 ぶんじゃないかと 思いまず。 マナ一なんて、 

考えてな し 、 と 思います ょ ? 

Ⅰ将来の目標は ? 

立派な 看謹婦 になること。 できれば助産婦に 

なって、 アットホーム な 助産院で働くのが 夢で 

す 。 

Ⅰ岡垣町の E 口象は ? 

住みやすい町だと 思 、 います。 具体的にどんな 

ところかっていうのはわからないけど、 ただ l.Ll 
とか海に囲まれて 自炊があ るのが良いと は、 い ま 

す 。 

Ⅰ最後に自己 PR を 

@.   出遊に追った ( 准 ) 看護婦の資格試験のため 

試験勉強に励んでいます。 もし、 私が看護婦と 
して働いでいるところに 出くわした時はよろし 
くネ @ 。 

  
send my g. Ⅱ lfniend som]e roaes. 

( さて、 ヴァレンタ イン ・デ ー が近づいている。 彼 なにパ 

ラの花を送ろうかな。 ) 
Llsa : That,s nice. You knnw. V8lentlne,s Day is 
r 。 l 。 hr 所目Ⅲ ffp 「 pntlv 。 n .Inn,an Ⅲ an in 什 。 W 円 f H 。 re 

こにも見当たらない。 ) 

う erek : ReaIly? S0 you mean I maygets0me chocolate 

thls year ? 

/ 人出 ヮドゃ 九 - 佛は合主，キチョコ し一トをぜ、 白うか !. 

  
don,t llke chocolate... 

( ええ。 可能性が高い。 それで、 他の高 い 可能性は私は 何 
ももられないので、 もしチョコレートが 好きじゃなければ         

  
usually only women give ooifts to their mate CO.workers. 

西洋ではヴァレンタイン・ テ一は 男女お互いにお 祝いしま 
す。 普段、 女性 は 男性の職場の 同僚にプレ せント をあ げる 
ロ女 し出 - ァ 俳人， A: 十一 ヒ f 亡 A E クプ ) d - r ' , 一 」 ぬ 

  

                                              コりユ ⅠⅡⅠ u ⅡⅡ ng up. I 毛 hink I,111 

  
men@ receive@ chocolate@   and@ there@is@no@ sign@ of@   red@ roses 

( 優しいね。 でも、 日本でのヴァレンタイン・デ ーは 西洋 
と 比べるとお祝いの 仕方が違うのを 知っ ている   ? ここでは、 

男性はチョコレートをもらう。 ぞ して、 赤い バヲ の花はど     
しれないという 意味 ?) 

  Lisa・ possibility（s》hat！ ， that ， s-‖”igh｝ossibility ， won ， t〉eceive‖nvthinfi ， Another”igh ， so（f ・ vou 

V Ⅰ Ilenrlne.s . り ⅠⅤ l ミ ce@eor 窩 Iea D Ⅴ 廿 Otn se Ⅹ eeS l ⅡⅠ ne We さエ   
lt ls a.d 接 Ⅴ f0 Ⅱ 6w ㏄ thearts to e Ⅹ chang8 car 召電 (s0m0tlmei   

臆 nonvmo Ⅱ sslv Ⅰ， choco@ サ ⅠⅠ， and flowers, un Ⅱ lk Ⅰ @n Janan. whe ア侮 ・「 

。 " """ Ⅰ 月轄 "/  Ⅱ "  ユ """"" ""    l " """" " Ⅱ足中 Ⅱ ' " Ⅰ "" " ヰ ア   l" "" 

花を交換するための 日です。   
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-
 

三
株
 

梶
原
陽
子
 

帝
卜
 
㎏
・
 押
 ド
 

Ⅳ
 

「
娘
の
家
に
移
住
し
ま
し
た
」
と
達
筆
 

の
友
の
便
り
に
字
の
乱
れ
あ
り
 

6
 打
光
代
 

大
社
の
清
掃
 冬
 え
て
帰
路
に
つ
く
ゆ
く
 

て
に
広
が
る
朝
焼
け
の
 空
 岩

谷
和
子
 

正
月
を
祝
ふ
漁
舟
の
餅
ま
さ
の
浜
に
は
 

し
 ゃ
ぎ
し
 旅
の
ひ
と
と
さ
 吉

田
久
子
 

年
古
 り
し
杉
の
大
樹
は
産
土
神
郷
の
来
 

し
 オ
行
末
見
つ
む
 

橋
本
 
わ
子
 

サ
イ
レ
ン
ト
ナ
イ
ト
年
の
瀬
新
年
に
あ
 

る
か
も
知
れ
ず
無
情
の
 ハ
 リ
ヤ
 

仝
 子
 由
美
子
 

一
 

口
棲
め
臥
う
雙
ニ
 

す
ら
す
ら
と
国
乱
 り
 出
て
初
雷
，
 話
 

と
部
幸
子
 

予
定
に
は
無
き
御
見
舞
に
二
日
く
れ
 

宮
内
芳
子
 

旅
 小
春
さ
そ
い
上
手
な
人
力
車
 

岩
崎
久
恵
 

初
空
 へ
 子
を
さ
し
上
げ
し
母
子
 像
 

三
浦
千
歳
 

金
銀
 

野
仏
 

大
寒
 0

 日
 波
 ひ
ろ
げ
て
鴨
の
陣
 

大
村
照
子
 

の
遠
目
細
目
に
太
、
 茉
畑
 

内
田
ふ
さ
 ゑ
 

の
堆
肥
湯
気
 ヱ
 つ
山
の
畑
 

佐
藤
昭
子
 

盲
 
綿
間
 1
,
 
俳
句
会
 」
 O

 



二
期
目
の
 

薫
 ち
づ
く
し
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
 

養
成
講
座
の
 

受
講
生
募
集
 

地
域
で
何
か
活
動
を
し
た
い
皆
さ
ん
 

に
や
る
気
を
与
え
る
と
と
も
に
、
活
動
 

家
 な
っ
 な
ぐ
役
割
を
す
る
生
花
学
習
の
 

支
援
者
、
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
・
一
期
目
の
講
座
 

を
 教
育
委
 れ
 会
主
催
で
開
催
し
ま
す
。
 

鬼
礒
ゼ
 生
養
が
い
 ウ
 く
り
を
 

婬
し
 む
 話
移
 

平
成
り
年
度
の
講
座
名
は
、
「
地
域
 

で
 生
き
が
い
つ
く
り
を
楽
し
む
 調
 圧
 し
 

で
す
。
主
な
内
容
は
 

⑨
な
ぜ
、
生
涯
学
習
 

⑩
生
き
が
 い
 発
見
の
 

⑨
い
ま
、
ま
ち
が
 楽
 

⑨
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
 

⑥
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
 

な
ど
、
 全
托
回
 の
 一
 

講
座
の
期
間
・
時
間
 

か
ら
 6
 月
 3
 日
（
 水
 

曜
日
の
午
後
 7
 時
か
ら
午
後
 8
 時
㏄
 分
 

ま
で
 

と
こ
ろ
中
央
公
民
館
ほ
か
 

対
象
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
㎎
 歳
か
 

6
%
 歳
 

講
 で
き
 

受
け
た
 

申
し
込
 

（
金
）
 
ま
 

米
中
込
 

社
会
教
 

の
 



    

く 材料 4 人分 ノ   3 - し 

スキムミルク                                     80 ク   ・ラム、 

              スーフ                                                         
  

ナ， "  血白                                                             小さじ 4/5 
こしょう                                                             少量   8 尾 

①グリーン・アスパラガス、                         4 才 て     

く 作り方 ノ 

0  え びは殻をはずし、 背 わたを取る。 
0  アヌ 、 パラは 5 センチのなな め ・切り、 

                                                      似する " 
0  卵をときほぐして①を 混ぜ合わせて、 

こす。 
0  器に 0 、 0 を入れで、 0 をそそぎ、 

                                                            分 蒸す。 

1 エネルギーたんぱく [K ㏄ @l  ㎏ @ , ｜ぅり ・ ).). り 力 ルシウ ( 血色 @ エ、 @ 埋 分           

  ア 討 と付け合わせるとよく 合います。 
* じゃがいものぞぽろ 炒め 

* トマトとわかめのサラダ   

昨年末厚生省は「成人病」を「生活 習 
  @ 病 」と改めることを 発表しました 0 

さまさまな疾病は、 食生活をはじめと 
する生活 習撰 のあ り方によっで 防ぐこと 
ができるという 考えから " こす " 

この度 ( 平成 7 年 ) の国民栄養調査結 

果 でも日本人の 食生活は依然と               
、 ンニ 1. ウム不足、 @, @ @@ 。 分 月 @@ 日 円 万 の と … す -@@@ 」 ン @ 頃 

同 @. こ あ ります。 
よい食生活習慣を 身につけ、 実践する 

ことがますます 重要になってきています。 
牛乳、 乳製品を生かした よい 食生活は 

健康づくしの 第一歩です。 食事のほか [. こ 

牛乳 1 本 (200cc) を         

岡垣町食生活改善推進会 
( ヘルスメイトの 会 ) 

  
て 降で子 6  束年 6 車 

就 い ははが 時起で度 ，な生 

寝まゴ 6 と 台広すの図子 活 

吾 。 ま ・   :  と       
        ""  し   l -       

                  ン 加 旦 、 つ られ 月で @-4@8 吉 カ オ t. 、 、 起 １ こ 月で ｜ト 平 の うで 

    な 時二き は                       

  っ 川成 ろ   幸吉 8  ょヲて 

図 1 1 歳 6 カ月月 と 2 歳児は何時に 起きて ( 起 こされて ) いるか   
ン 

二 10  夜     
寝
か
さ
れ
て
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る
か
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 口

ロ
 
翻
鮫
 

 
 

て
し
ょ
う
か
。
一
朝
は
遅
い
 

方
が
親
が
家
事
な
ど
で
き
る
 

の
で
、
夜
は
父
親
の
帰
り
が
 

遅
い
か
ら
…
…
 @
 と
い
う
声
 

も
聞
き
ま
す
。
早
寝
・
早
起
 

き
だ
け
で
も
、
子
供
も
大
人
 

も
離
し
い
条
件
が
多
い
中
、
 

大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
大
人
 

は
多
少
の
悪
条
件
も
無
理
し
 

で
乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。
 

宜
 ・
の
積
み
重
ね
が
生
活
 習
 

際
 病
な
ど
の
原
因
に
な
っ
て
 

い
ま
す
が
…
…
）
子
供
 は
、
 

 
 

な
 働
き
が
急
速
に
で
き
 上
 

ど
う
思
い
ま
す
ガ
マ
 

時
合
ま
で
に
疲
る
子
が
六
十
六
 

以
降
は
二
十
三
・
五
 ご
 、
そ
れ
が
大
人
の
生
活
 リ
ズ
ム
に
子
供
が
合
わ
 

 
 

、
と
い
う
ご
と
は
な
い
 

に
 寝
る
子
も
い
ま
す
。
 

8
 時
合
に
寝
る
 

子
は
い
ず
れ
に
し
で
も
少
数
派
で
す
。
 

 
 

こ
の
結
果
、
 

 
 

に
な
っ
て
い
ま
す
 

"
 

，
と
 
、
 o
o
U
 

時
合
 

と
｜
 

 
 

ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
 

夜
 Ⅱ
・
は
時
過
ぎ
 

が
っ
て
い
る
買
っ
た
だ
申
で
す
。
 
心
 

情
緒
・
社
会
性
な
ど
も
つ
く
ら
れ
る
 大
 

事
な
時
期
。
そ
れ
ら
を
支
え
る
根
本
 

睡
眠
な
ど
の
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
 

と
 、
子
供
へ
の
影
響
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
 

体
 づ
く
り
や
修
復
を
行
う
成
長
ホ
ル
モ
 

ノ
が
 睡
眠
中
に
出
る
な
ど
、
「
 体
 本
来
 

の
 リ
ス
ム
」
に
乗
っ
て
、
複
雑
な
体
の
 

働
き
を
巧
み
に
整
え
て
い
る
 ポ
ル
モ
 

ン
 
自
律
神
経
、
免
疫
な
ど
と
、
生
活
 

リ
ズ
ム
は
関
係
が
深
く
、
心
身
の
不
調
 

な
ど
も
起
し
て
き
ま
す
…
…
。
実
際
に
 

少
食
・
偏
食
・
運
動
不
足
・
便
秘
 

情
緒
不
安
定
な
ど
、
生
活
リ
ズ
ム
 と
関
 

係
 が
深
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
 
て
 

す
 。
 

早
寝
早
起
き
で
、
睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
 

整
え
る
こ
と
の
大
切
さ
。
私
は
と
で
も
 

実
感
し
で
い
る
の
に
、
い
つ
も
反
省
し
 

て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
 

健
康
対
策
課
保
健
婦
 

林
 
久
美
子
 

㊦
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呑
 

キ
よ
 

 
 

 
 

幸
 
Ⅰ
 教

 

 
 

●お電話は、 よく確かめておかけください。 

  

㈹
給
水
管
の
口
径
が
二
十
五
ミ
リ
 

以
下
の
場
合
 

給
水
条
例
 ガ
 

四
千
五
百
円
 

回
 

給
水
管
の
Ⅱ
径
が
四
十
ミ
リ
 
以
 

変
わ
り
ま
 す
 

八
千
七
百
円
 

下
の
場
合
 

 
 

 
 

 
 

一
万
二
千
六
百
円
 

Ⅱ
の
℡
初
ム
Ⅱ
 

㈲
給
水
管
の
口
径
が
七
十
五
ミ
リ
 

 
 

以
下
の
場
合
…
二
万
六
千
二
百
円
 

変
更
そ
の
 1
 
 
指
定
工
事
唐
制
度
㈲
給
水
管
の
口
 
 
 

の
場
合
口
 万 七
千
七
百
円
 

ま
た
指
定
を
受
け
で
い
な
い
工
事
 

裕
一
給
水
 装
 畔
上
尊
主
任
技
術
者
）
 

を
 持
ち
、
一
定
の
基
げ
を
満
た
し
で
業
者
が
上
水
道
Ⅰ
 
す
 々
し
た
場
合
、
 

い
れ
ば
、
町
に
申
請
す
る
と
指
定
治
・
㈹
 ｜ 鋤
の
金
額
に
 そ
れ
ぞ
れ
次
の
金
 

氷
襲
 世
工
 Ⅲ
業
者
に
な
り
ま
す
。
 
な
 
-
 額
が
加
節
さ
れ
ま
 
す
 "
 

お
 ・
上
水
道
正
中
を
す
る
場
合
は
 
、
 
-
 ㈲
の
金
額
に
 

八
千
八
百
円
 

こ
の
指
定
工
事
業
者
が
施
 
H
l
i
 
む
 け
 
一
 ㈲
の
金
額
に
一
万
 
九
千
三
百
円
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
指
爪
工
事
業
者
げ
の
金
額
に
二
万
 
四
千
八
百
円
 

ほ
 つ
い
て
は
、
随
時
広
報
お
か
が
き
・
母
の
金
額
に
五
万
 一
千
九
百
円
 

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

㈲
の
金
額
に
九
万
三
千
六
百
円
 

玉
串
の
中
し
込
み
を
す
る
場
合
は
 
、
 

変
更
そ
の
 2
 
 手
数
料
 

ド
 水
道
工
事
の
申
し
込
み
を
さ
れ
必
ず
指
定
工
事
業
者
 
で
あ
る
か
確
認
 

る
 場
合
は
 、
 次
の
よ
う
な
手
数
料
が
し
て
く
だ
さ
い
。
 

必
要
に
な
り
ま
ず
 

問
い
合
わ
せ
水
道
 課へ
 

集 募 
Ⅲ 垣何 では・有為な 人材育成を目的として、 経済 

地理由で就学に 困難があ る人に、 学宙 の 一 耶を給付 

します。 
◆対象きと人員 

4 年制 以ト ．の大学へ平成 10 年度入学予定者， 3 人 

以内 " 
①世帯金貝の 所得が 4 5 0 万円以内であ ること。 

） ( 例 : 給与者の給与収入額が 6 3 0 万円以内 ) 

②岡垣町内の 中学校を卒業していること。 

③保護者、 または扶養義務者が 町内に 2 年別 - 住ん 

でいること， 

◆給付金額 月額 3 万円 

◆募集期間 3 月 9 口 ( 月 ) から 20 日 ( 金 ) ま             
郵送の場合は 3 月 20 日の消印まで 有効 

◆面接日 吉 坤 選考の ト ．、 通 如します。 

◆提出書類 
0 奨学生志望申込 " ど 0 奨学生志望者推問 調吉 

0 所得証明 ィ Ⅵア成 8 ポ 分 ) 0 高校学業成 緒 証明・ #"F 
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枚
課
 

写
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 県

税
移
動
窓
口
を
 

開
設
し
ま
す
 

県
税
（
自
動
車
 税
 
・
不
動
産
取
得
 

税
 
・
個
人
中
業
税
な
ど
）
を
納
付
さ
 

れ
で
い
な
い
人
や
県
税
に
つ
い
て
 
相
 

我
 し
た
い
人
は
、
県
税
移
動
窓
口
を
 

Ⅲ
 故
 し
ま
す
の
で
、
利
用
く
だ
さ
い
。
 

と
き
 
3
 円
れ
 日
 
（
金
一
午
後
 2
 

時
か
ら
午
後
 7
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
囲
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
①
 

一
会
議
室
 

問
い
合
わ
せ
若
松
県
税
 
宰
務
所
納
 

税
調
 む
 7
6
1
 
１
 4
0
2
"
3
 へ
 

防
衛
庁
の
職
員
を
 

募
集
し
ま
す
 

 
 

採
 m
 予
定
職
種
・
人
員
 

人
 

℡
亡
八
 

応
募
資
格
 

腱
 成
一
平
成
㏄
年
 6
 月
 

上
口
現
在
一
以
下
の
男
性
で
工
業
 
商
 

校
 電
気
科
卒
ま
た
は
電
気
工
事
土
公
 

潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
で
 

療
養
さ
れ
て
い
る
患
者
き
ん
と
家
族
 

の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

と
き
 
3
 月
㌶
 口
 
一
月
一
午
後
ェ
 

時
か
ら
 3
 時
㏄
 分
 ま
で
 

と
一
 」
 ろ
遠
 賀
保
健
所
 

潰
瘍
性
大
腸
炎
 

ウ
ロ
ー
ン
 病
 

患
者
家
族
交
流
会
 

詳
し
く
は
航
空
内
衛
 隊
笹
 ，
稲
科
 

学
校
総
務
課
人
事
 
班
公
 ・
 
P
 屋
 
基
地
内
）
 

容
 2
2
3
 
１
 0
9
@
1
 
へ
 

と
き
 
3
 月
Ⅱ
 口
 
（
十
一
午
前
 9
 

時
集
合
（
両
天
の
場
合
は
中
正
）
 

と
こ
ろ
 
赤
 鳥
居
 
-
 
七
 灯
 -
 

持
参
 品
 
弁
当
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
 

岡
垣
 登
山
連
盟
、
横
 

矢
手
打
 む
 2
8
2
 
１
 9
2
1
2
 
へ
 

謹さ金 ふ 

  

格
 保
有
者
 

講
師
北
九
州
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
 

勤
務
先
航
空
自
衛
隊
 
笹
 ・
一
桁
科
学
・
栄
養
士
小
林
清
水
 さ
ん
 

申
し
込
み
 

3
 月
仏
日
（
月
）
ま
で
 

校
宜
 ・
 
F
 屋
 基
地
内
 一
 

に
屯
話
で
 
「
難
病
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 

試
験
日
 

n
O
 

月
 H
 口
入
 巴
 

応
募
受
付
 

3
 円
 托
 Ⅱ
一
人
 -
 ま
で
・
 
呑
 2
0
%
1
5
6
 

6
6
 」
 へ
 

亜 j ふ打   ，，   巨 @ 
  目垣町 在宅介護 史臆 センター 

在宅介護支援センターは、 在宅の 1, Ⅰ 齢 者や家族に対し、 専門家 
による介護の 相談や助言・ 福祉月一ビスの 調整などをする 二十 W 

時間体制のセンタ 一です。 

相談は、 直接センター 窓口でも、 色話ても受け 付けています。 
穏 相談内容 ) 
・ロ常生活用具・ 介諏 用品の紹 
介，申請・使用方法 

，介護の助言 

・施設の家内・ 申請 

・福祉サービスの 説明 

あ らゆる相談に 対応していま 

す。 気軽に相談ください。 
( 利用対象者 %  高齢者で身体 
が虚弱・寝たきりにより 日 常 

生活に支障のあ る 人 ・または 

その家族 
は 利用料 ) 無料 
ところ 岡垣町在宅 介評 支援セ 

ンタⅡ老人保健施設石倉 苑内 ) 
  問い合わせ 福祉 課へ 

  く 案内国 )   

@
 
中
古
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0
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Ⅰ町民武道館 呑 282 一 6111 

Ⅰ い こ い旭 Ⅲ 摘袖 % 議会 %283 一 2940 

Ⅰ囲垣サソリーアⅠ %282 一 1515 

Ⅰシルバ一人材センター %282 一 4688 

Ⅰ中央公民館 呑 282 一 0162 

Ⅰ東部公民館 宜 282 一 0035 

Ⅰ西部公民館 宜 282 一 7476 

Ⅰ在宅Ⅰ 卜護 支援センター 宜 282 一 5167 

巳
畦
 サ
ソ
リ
 7%
 

子
 

鑑
賞
モ
ニ
タ
ー
募
集
 

囲
垣
ザ
ン
リ
ー
ア
イ
で
は
、
皆
さ
 

ん
か
ら
の
正
見
や
希
望
を
聴
き
、
 
文
 

化
騨
 業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
気
軽
 

 
  
 

内
容
囲
垣
ザ
ン
リ
ー
ア
イ
が
 主
 

催
 ず
る
催
し
を
 描
 穏
し
て
い
た
だ
き
 

ぞ
 ㈹
感
想
や
意
見
を
レ
ボ
ー
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未定 lF 海原千 ソ J 発電所見学 (9 円か ln 月 ) 
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大型不燃ごみ 収集日程 
( コ月 @ 

●保有・ 料                                                                   3 月分 

●国民年金保険料                                           3 月分 

●打首住宅家賃                                                 3 月分 

/ 
  

女 各種相談 
●心配ごと相談 ( いこいの 里 ) 

13 . 27 口、 l3:30 一 16:00 

●行政相談 ( い こ いの 里 ) 

13  . 27 日、 13 円 0  @  16:00 

●教育電話相談 ( 教育委員、 会内 ) 呑 282-4884 

; 毎週月・ 水 ・金曜， 9:00 一 17:00 

/ 
  

  

炎 休日・夜間の 当番医は 
遠賀郡消防署 穴 293-1231 へ 

  
ぞの時、 診 然してもらえる 当番 @ を 
教えてくれます   

茅原・南山田，東山田・ 緑ケ丘 

  
  海老漢・ 戸切 ・ 戸切 百合釘・ 戸 即自 谷   

西 黒山， 東 黒山・ 糠塚 ・ 上 高倉・高倉 

  
山田・山田 峠 団地 

Ⅰ -"" ll4 田野間 ( 一 ・ ニ ・三・四 ). 西山田     旭東 ・ 旭南 ・ 松ケ台 

屍草 戸 高尾， 旭西 ・ 旭中 ・公園通り 

東 高揚，鍋田・ 南 高場・面高場   25 ㈱   
吟ク @ 甲 @   
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そのうち 154 人は覚国人 
女性                         15,887A(+  5) 
男 Ⅰ 生                         14,183 人 ( 十 6  ) 

              10,072 世帯 (+  15) 

そのうち 75 世帯は外国人世帯 
( ) は前月との比較 
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まちの広さ                                       48.51V 
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東京オリンピックの 聖火パレード ( 吉木 ) 昭和 39 年 

  

一
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の
写
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。
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京
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リ
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ッ
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火
リ
レ
ー
に
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加
し
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垣
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ー
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を
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り
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げ
て
み
た
。
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九
六
 W
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和
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岡
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行
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今
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を
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で
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司
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京
」
と
ゼ
ッ
ケ
ン
を
 

付
け
て
の
パ
レ
ー
ド
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 ズ
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川
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川
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角
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川
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石
楠
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平
島
次
男
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西
岡
 次
春
 、
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江
北
次
郎
の
皆
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で
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岡
に
入
っ
 

て
 来
た
 "
 沿
道
に
は
 ニ
ゼ
ガ
 の
人
出
で
 

白
バ
イ
が
 四
 米
の
道
幅
を
確
保
す
る
の
 

に
 必
死
で
あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
 

十
七
日
に
は
「
不
況
の
 ぐ
ず
 に
希
望
 

の
光
を
」
と
、
筑
豊
沿
線
三
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的
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縫
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州
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と
入
っ
て
来
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。
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た
。
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走
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プ
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。
 

聖
火
を
一
目
見
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と
す
る
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々
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 熱
 

気
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は
圧
倒
さ
れ
た
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年
の
長
野
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様
に
選
手
が
手
を
振
っ
て
走
る
こ
と
は
 

な
か
っ
た
…
…
大
会
が
終
わ
っ
て
始
め
 

て
 聖
火
の
意
味
が
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感
出
来
た
」
と
。
 

ぞ
 し
で
、
ト
ー
チ
と
記
念
の
メ
ダ
ル
 

は
 今
も
と
っ
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あ
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と
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わ
れ
た
。
 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
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は
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ア
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ア
で
 

は
じ
め
て
の
大
会
で
史
上
最
高
の
九
十
 

日
力
国
が
参
加
・
 レ
 、
日
本
の
金
メ
ダ
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数
は
十
六
、
米
ソ
に
次
い
で
第
二
位
で
 

あ
っ
た
。
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真
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田
中
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